
   

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

「相手の立場に寄り添いながら、一緒に活動を楽しむ」という目標を達成できたことが、

活動の様子や振り返りの感想から分かります。 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

HP：http://es-kyoukou.sakura.ne.jp/2024 
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            消防署の皆さんにご協力をいただき火災避難訓練を行いました。校庭

への避難後、以下の活動を行い、大変充実した避難訓練ができました。 
 

1 年生は、生活科の学習で計作り上げた「秋まつり」を、自分たちで

楽しむだけでなく、6 年と共興保育園の年長さんも招待しました。 

共興っ子の活躍紹介 
読書感想文コンクール 

〔入選〕 

１年  

２年  

３年  

４年  

５年  

６年  

ボランティアキャンペーン 

匝瑳２０２５ 

作文の部〔特別賞〕 

 ６年  

火災避難訓練   

1 年生が「秋まつり」に 

6 年生＆年長さんをご招待 

開いたお店は「どんぐりごま」「松ぼっく

りけん玉」「どんぐり迷路」「おなもみ的当

て」の 4 つです。それぞれのお店で、1 年

生は大活躍！ 6 年生には得意げに説明を

し、年長さんにはやさしく声をかけたり手本

を見せたり、大変よい体験となりました。 

八日市場支援学校との交流会２ 
5 年生は、今年度 2 回目になる八日市場支援

学校との交流会を行いました。今回は、支援

学校の１・３・５年生が共興小に来てくれま

した。5 年生は、各学年に合わせた活動を工

夫して準備し一緒に楽しみました。 

交通安全ポスター展覧会 

〔銅賞〕 

５年  

６年  

 

防犯ポスター展覧会 

〔銀賞〕 

５年  

６年  

・消防車の放水活動見学 

・代表児童・職員による消火器 

・消防車の見学（１・２年生） 

・煙体験（３・４年生） 

・心肺蘇生法体験(５・６年生) 
 

※HP上では児童氏名の掲載は

控えさせていただいており

ます。 



   

  

今年も、みなさんに様々な成長を感じた 1 年でした。その中の一つについ 

てお話しします。みなさん一人一人が書く「字」についてです。 

 

まずは、これらの字を見てください。 

同じ漢字ですが、違いがあるのが分か 

りますか？1500年ぐらい前の中国の 

有名な書家や石碑の特徴を表して書い 

てある字です。どの字が好きですか？ 

 

「書は人なり」という言葉があります。「書かれた字は書いたその人を表す」 

という意味です。担任の先生たちは字を見れば、だれのノートか分かります。 

お手本をよく見て一生懸命書いたみんなの書き初めも、似ているけれど、 

みんな違いますよね。それぞれに自分らしさが出ています。だから手書きって

面白い！ 

 でも、どんなに素敵な字を書ける人でも、心が落ち着いていないと、字も落

ち着かなくなります。線も形も大きさも乱れます。字は、ただ手で書いている

ようであって、実は心で書いているのです。 

 

私の書道の先生は「書は肉声」とおっしゃっていました。私は、自分の字は 

「自分の持ち物」とも言えると思っています。自分の持ち物は、自分が好きなも

のをそろえたいですよね。だから、みなさんに自分の字を好きになってもらい

たいと思っています。自分の字を大切にする人は、自分自身も大切にできます。 

 

みなさんは、自分の字は好きですか？自分の字が気に入らないなあという人 

や、自分の字が好きかどうかを考えたこともない人は、まずは、「こんな字を書

きたいな」と思う字を見つけてみてください。書写のお手本だけでなく、お家

の人や先生、友達の字もよく見てみましょう。 

 

これから、みなさんが自分の字を意識してノートや書初用紙に書くことで、 

自分の字を、今までより好きになれるといいな、と思っています。 

よい冬休みを！ １月６日、また元気に会えることを楽しみにしています。 

 
 

 

 

 

冬休み前全校集会 校長の話（概要） 

  

 手書きは、一点一画を組み合わせて書いていきます。漢字を書くときは、習った漢字

を思い出すことやどの漢字を使うか考えて選ぶことも必要になります。書いた字は、う

まく書けているときもそうでないときもあります。 

「書く」ことが嫌いな子もいますが、・・・手や脳を使い、様々な感覚とつながってい

いて実感が伴うからこそ、頭に入るとともにその子らしい字が生まれます。その子の持

ち味をぜひ褒めてあげてください！ 

 キーボードで文字を「打つ」作業が増えていく時代の中で、 

手書きの機会を大切に、そして、そのよさを感じてほしいです！   

・・・ちょっと子育て学 ⑫ 


